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秋涼の候、皆様にはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。  ■ ‐ ‐    
‐

また、稲朔長渚駅自適土地区画整連事業に対しましては、平素よりご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上

!ずます。    _ .!.l tl!■, . ■l    i              Ⅲ li‐:十    二‐  _ _

さて、本年度の事業につきましては、主に建物移転と道路工事等を進める予定ですが〔建物移転の際には、

関係者の皆様と移転の協議をおこなしヽ、協議が整つた後に建物の移転を実施してまいります。また、道踏工

事等|= 申しましては、区域の東側|(第四文化センタT 通り付輝) で申下埋設物の移設ゃ子控整地の手事をお

こなぃ宅地整備に努めてましヽります。  |  |

工事等の実施にあたりましては、菌係者の皆様にはご迷惑をお掛けしなしヽよう細心の注意をはらぃながら

工事を進めてまいりますので( 31き続き皆様のご理解とご協力をお厳いいたします。  
・
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事業!の進捗状況  |
平成 12 年度から関係権利者の皆様と建物

移転に伴う協議をおこない、ご理解とご協力を

をいただきながら事業を進めてきておりま

す。             ‐

平成 15 年度には8 棟の建物移転を実施し

ました。今年度もヨ|き続き区域の東側で建物

移転に伴う協議を実施してまいります。|

また、工事関係につきましては、水路の切り

廻‐し及び地下埋設物の移設工事 ・道路築造並

びに宅地整地工事を実施してきております。

《前年度までの事業完了箇所図》

整備完了状況写真撮影方向 田■日 整備完了箇所
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《今年度事業計画箇所図》

フ  今年度事業計画箇所

墨事い ぜヤ麹へぬとい
本事業区域東側でおこなう地下理設物の設置工事等に伴い、第四文化センター通りを■部暫定的に交通の切り

廻しを進めてまいります。近隣の権利者並ぴに第四文化ゼンター通りをご利用の皆様にご迷惑をおかけします

が、なにとぞご瞬力を承りたくよるしくお願しヽ申し上げます。

餞プ翅 闘 緻   のテ 麹
」R南武線連続立体交差事業はt 矢野口駅の東側から稲城長沼

駅の手前までの第1期工事区間につきましては、高架工事が順調
に進んでおります。この厚t 失野□駅付近高案橋ェ事が一部完成

し、7 甲2 5 日から下り線 (立川方面) で高架上の列車運行を開

始しましたも

また、本事業区域各含o 第2 期施工区間(聴夢長沼駅手前から南

多摩駅の先まで)につきましては、17 千年度か―ら仮線蕗敷設工事に

向けた準備工事に着手をする予定となうております。  |

事 ‐業 講 |―國

図   ‐ ‐

今年度は、31さ続き建物移転の実施と本事業区域の東側

の第四文化センター通り付近で水蕗の切り廻し・地十埋設

物の移設 :道路築造 ・宅地整地等のェ事を実施します。

また、計画的に建物移転を実施していくため、今後移転

をお願いする建物の調査等を行う予定です。

|   

‐

.
第二次稲域市長期総合計画期間内に整備予定してぃる区

域を重点的に順次進めてましヽります古

①区域の東側 (第四文化センター通り付近) で、水路の切

り廻し工事を実施します。

② J R 南試線の北側に平行する道路幅 9 A/1の区画道路を築

造します。

③l甲川崎街道の道路に埋設されてぃる、重要なライフラィ

ンの移設を行います。

④l日川崎街道を廃道し、整地工事め実施に伴しヽ宅地を整備

します。                 |
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簸年度あ圭薬実施にうぃを■ ■ |←ど尊首墨1督まふ―|め
今年度は、本事業区域の東側にあたります、第四文4しセ

 1    ‐        ‐ |_ 丘孝惹 !    !卜u
ンター通り付近で、道路築造、水道 ・下水道 ・ガスの地下 |        !壱韮蕊遵墨逓幾義斐窪  ヽ  |」

埋設物の移設、宅地整地等の工事を―完了し、現在、建物の 1                 

‐

 兆済 |●

IJ       ■i留 1雫移転を行つております。
イまた、区朔のほぼ中心部で、ェ作物の移転を実施してお |  

!
 鐘葬薔醒藤滝畿わ目の議ぺ整碁     |くす

り、移転後は、道路築造、地下埋設物の設置、宅地整地工 1   震襲義難鶴巡墓戴闘霞囁襲盤野 |    |●

|           1嬌事を施工してましヽります。

これからも計画的に建物移転を実施するために、移転計 1   彊藁義ヅ襲銚語拶ブ播黎電園ヰ整 
‐
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春画に基づき、建物等の調査を実施してまいります。     1  蓮襲ソ謹酢宰翌襲藝ゾ婆キスオ爵弘 | 1暮撻
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今回のおIElらせは、変わつて行< まち並みと、‐」R 南武線亭毎平ゆ套幸亨芋

!ヽ第1 本稲
呼T 予

期総合計四期
甲中施 義、

行計画の変車につし`てお知らせいたします。 |         ‐

☆まち範みが変わりました― | ‐■11 1‐■||
おかげさまで、平成1 2 年度から平成1 7 年度までに2 3 棟の建物移転が完了し、下図に示した街区では道路築造

や宅地の整地が完成しました。 i                        !

i
稲城長沼駅|ズー遡・| |

量地区画整理事業のお知らせ
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第二次稲城市長期総合計画(H 1 3～H 2 2)期間内の施行計画を変更致しました。 |
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また、今回新たな整備予定区域となつた権利者の皆様には今年度中に個副にご説明に伺います。

事業に関するご費閥tご網議がございましたら、お気軽にご違総ください古・     1運総先
‐羅城市役誦③階区固整理課
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